
令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 25

Plan

事業名 生涯学習の推進 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 2 目 284 576

担当部署 部 教育委員会事務局 課 社会教育課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 学習活動やコミニュティー活動を支援し、生涯学習を推進する。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

19 0

1,351 472

合計 1,370 472

Check

成果指標

成果指標名（単位）

達人録登録件数 134 250 131 250

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 B 生涯学習を幅広く推進するための機会の提供として、必要な施策である。

有効性 B 幅広く機会を提供している。

効率性 B 常に市民の学習ニーズを把握し、有効な活用を図っていく必要がある。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持 常に市民の学習ニーズを把握し、有効な活用を図っていく必要がある。

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

達人録の情報提供

生涯学習講座の開設

３か年の合計事業費 5,151

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

生涯学習指導者の人材登録リストを更新、追加するとともに、学習活動やコミニュティー活動を支援し、生涯学習を推
進する。

平成30
年度

達人録の情報提供　人材登録数 131件

生涯学習講座の開設　　41講座　受講者述べ455人

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 26

Plan

事業名 高齢者教育の推進事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 2 目 284 574

担当部署 部 教育委員会事務局 課 社会教育課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 高齢者が健康で元気な生活を送ることができるよう、生きがいづくりの場を提供する。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算額 内、特定財源

360 0

327 80

その他 78 0

合計 765 80

Check

成果指標

成果指標名（単位）

寿大学及び海鳴学園の参加者数（人） 422 475 367 400

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A 高齢者教育を推進するためには必要。

有効性 B 高齢者教育の機会の提供として、有効に機能している。

効率性 C

Action

事業費 左記についてのコメント

縮小 次年度 維持 運営方法を見直し、効率性の向上を図っていく必要がある。

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

寿大学の開設

海鳴学園の開設

３か年の合計事業費 2,415

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

高齢者の仲間作りと時代に即応した教養を身につけ、生きがいのある生活に資すべき学習活動の場を展開し、老人福祉の向上
に役立てる。

平成30
年度

寿大学（市内6地区の老人クラブで開設。327人参加）

生涯大学「海鳴学園」を運営した（1年生16人、2年生13人、大学院生11人）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

寿大学については、ほぼ各クラブの自主企画・自主運営で実施しており、市は必要に応じて支援をしている。海鳴学園
は、運営をすべて市が行っており、担当職員の事務負担の軽減を図っていく必要がある。

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 27

Plan

事業名 西部地域センター管理運営事業 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 2 目 286 583

担当部署 部 教育委員会事務局 課 社会教育課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

西部地域センターの施設維持管理（日常管理、水銀灯ブレーカー修繕、ガラス修繕等を行った） 10,074 2,359

219 0

その他 138 0

合計 10,431 2,359

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

西部地域センターの施設維持管理

西部地域センターまつりの開催

３か年の合計事業費 17,784

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

市民が安全で安心して利用できるように、適正な施設の維持管理を行うとともに、地域住民のために、住民の知識の向上、健康増
進、情操の鈍化を図り、生活文化の振興に寄与する。 

西部地域センター利用者が安全で安心して利用できるよう、施設の維持管理を行う。
施設利用団体の日頃の活動成果の発表の機会と、地域住民のふれあいの場とするため、西部地域センターまつりを開催する。　
　　　　　　　　　　

平成30
年度

西部地域センターまつりを開催した（参加者　3,500人）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

施設の老朽化対策に加え、長期的な利用ニーズの変化も考慮しながら、効果的な修繕計画に基
づくリニューアルを検討する必要がある。

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 28

Plan

事業名 北部地区多目的研修施設管理運営事業 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 8 目 298 621

担当部署 部 教育委員会事務局 課 社会教育課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

施設の維持管理（日常管理、トイレ洗面排水修繕、正面入り口自動ドア鍵受部修繕等） 5,358 614

79 0

その他 119 0

合計 5,556 614

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 拡大

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

北部地区多目的研修施設の施設維持管理

北部多目的センターまつりの開催

屋上防水修繕

３か年の合計事業費 16,353

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

市民が安全で安心して利用できるように、適正な施設の維持管理を行うとともに、地域住民のために、住民の知識の向上、健康増
進、情操の鈍化を図り、生活文化の振興に寄与する。

北部地区多目的研修施設の維持管理
 　利用者が安全で安心して利用できるよう施設の維持管理を行う。

北部多目的センターまつり
 　施設の利用団体の日頃の活動成果の発表の機会と地域とのふれあいを図るため、まつりを開催する。　　　　　　　　　　　

平成30
年度

北部多目的センターまつりの開催（参加者　2,000人）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

施設の老朽化対策に加え、長期的な利用ニーズの変化も考慮しながら、効果的な修繕計画に基
づくリニューアルを検討する必要がある。
※屋上防水修繕は、建物躯体に影響が出ないうちに、早急に実施する必要がある。

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 29

Plan

事業名 南部地区構造改善センター管理運営事業 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 8 目 299 623

担当部署 部 教育委員会事務局 課 社会教育課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

施設維持管理（日常管理、浄化槽ブロア修繕、ガラス修繕等を行った。） 5,340 1,017

80 0

その他 119 0

合計 5,539 1,017

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

南部地区構造改善センターの施設維持管理

南部改善センターまつりの開催

３か年の合計事業費 15,678

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

市民が安全で安心して利用できるように、適正な施設の維持管理を行うとともに、地域住民のために、住民の知識の向上、健康増
進、情操の鈍化を図り、生活文化の振興に寄与する。

南部地区構造改善センターの施設維持管理
 　市民が安全で安心して利用できるよう施設の維持管理を行う。

南部改善センターまつり
 　施設の利用団体の日頃の活動成果の発表の機会と地域とのふれあいを図るため、まつりを開催する。　　　　　　　　　　　

平成30
年度

南部改善センターまつりの開催（参加者　700人）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

施設の老朽化対策に加え、長期的な利用ニーズの変化も考慮しながら、効果的な修繕計画に基
づくリニューアルを検討する必要がある。

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 30

Plan

事業名 図書館運営事業（中央図書館） 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 9 目 301 626

担当部署 部 教育委員会事務局 課 図書館

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 市民の情報拠点としての充実を図る。

事業の概要 図書や雑誌等の資料の充実

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

8,032 0

711 0

637 0

幼稚園・保育園との連携（団体貸出等） 0 0

学校との連携（学校図書室支援、団体貸出） 2,157 0

その他 18,667 0

合計 30,204 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

入館者数 142,281 150,000 140,218 150,000

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A 住民だれもが必要な情報を入手し、芸術や文学を鑑賞できる場として図書館は必要。

有効性 B より多くの市民に利用していただけるよう、魅力ある蔵書構成と書架の有効活用を検討する必要がある。

効率性 A 窓口業務を円滑に進めるためには必要な経費である。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 拡大

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

図書購入

雑誌購入

視聴覚資料購入

幼稚園・保育園との連携（団体貸出等）

学校との連携（学校図書室支援、団体貸出）

多文化サービス拡大

次期子ども読書推進計画策定

３か年の合計事業費 91,223

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

平成30
年度

図書購入　4,655冊

雑誌購入　1,086冊

視聴覚資料購入　93点

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

市民のニーズを調査し、ニーズに応えられるよう資料を充実させ、サービス向上を図る。
令和2年度は次期子ども読書推進計画策定と多文化サービス拡大のため事業費は拡大する。

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 31

Plan

事業名 図書館施設維持管理事業（中央図書館） 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 6 項 9 目 301 627

担当部署 部 教育委員会事務局 課 図書館

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 快適な施設環境を整える。

事業の概要 設備の保守・改修、システム機器の維持・管理

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

施設の維持管理 12,973 0

合計 12,973 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持 図書館施設及び図書館資料を管理する上で必要な維持管理を行う。

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

施設の維持管理

３か年の合計事業費 26,586

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

平成30
年度

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 32

Plan

事業名 社会体育施設維持管理事業 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 7 項 1 目 305 635

担当部署 部 教育委員会事務局 課 スポーツ・文化課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 湖西市体育施設の維持管理を行い、利用者に安全で気持ちよく利用できるようにする。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

29,829 0

3,572 0

52,400 1,045

湖西市複合運動施設指定管理業務 147,385 0

2,479 0

合計 235,665 1,045

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

拡大 次年度 拡大

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

施設修繕（アメニティプラザ、湖西運動公園、新居スポーツ広場公園）

湖西市複合運動施設指定管理業務

施設改修工事（勤労者体育センター、湖西運動公園、みなと運動公園、湖西市複合運動施設）

施設解体工事（みなと運動公園南側トイレ、新居温水プール）

３か年の合計事業費 641,955

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

指定管理者（コナミスポーツクラブ・湖西市体育協会）が、湖西運動公園外5施設、湖西市複合運動施設（アメニティプ
ラザ）の管理・運営を行う。

平成30
年度

台風12・24号被害に伴う修繕等（みなと運動公園南側フェンス修繕他17件）

台風24号被害に伴う倒木伐採処理等（スポーツ広場公園・みなと運動公園内他7件）

湖西運動公園外5施設指定管理業務

湖西運動公園外5施設・湖西市複合運動施設管理用備品（入場者自動券売機他3件）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

施設の老朽化が進んでおり、利用者が安全かつ気持ちよく利用してもらうためには、各施設におけ
る大規模な施設改修が必要になる。

令和2年度 令和3年度

湖西運動公園外5施設指定管理業務



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 33

Plan

事業名 社会体育振興事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 7 項 1 目 304 634

担当部署 部 教育委員会事務局 課 スポーツ・文化課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 市民ひとり１スポーツを目指し、スポーツ及びニュースポーツの普及を進め、社会体育の振興を図る。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

85 0

3,216 0

36 0

19 0

湖西市体育協会補助金 4,881 0

0 0

その他 368 0

合計 8,605 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

参加人数 1,430 1,500 1,279 1,300

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A 健康づくり及びスポーツの普及。

有効性 B 市民ひとり１スポーツを目指し、徐々にではあるがニュースポーツが浸透してきている。

効率性 B 関係団体と協働することにより、スポーツ及びニュースポーツの普及を図ることができる。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

静岡県スポーツ推進委員連絡協議会負担金

東海四県スポーツ推進委員研究大会参加負担金

湖西市体育協会補助金

青少年スポーツ育成事業

３か年の合計事業費 27,154

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

社会体育振興のためスポーツ推進計画に基づき、スポーツの普及を図る。
■デカスポテニス広場（アメニティプラザ：第2月曜日、新居体育館：第3月曜日）
■ニュースポーツ講習会（アメニティプラザ：第4月曜日・種目：デカスポテニス、ペタボード、ストレッチ等）

平成30
年度

スポーツ推進審議会委員報酬：2回開催

スポーツ推進委員報酬：12回開催

静岡県スポーツ推進委員連絡協議会負担金（委員24人参加）

東海四県スポーツ推進委員研究大会参加負担金（委員8人参加）

青少年スポーツ育成事業（湖西FC）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

スポーツ基本法に基づき、社会体育振興のためスポーツの普及を図る必要があることから、あら
ゆる観点から市が継続して事業を実施していかなければならない。

令和2年度 令和3年度

スポーツ推進審議会委員報酬：2回開催

スポーツ推進委員報酬：12回開催
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Plan

事業名 スポーツ活動推進及び大会運営事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 10 款 7 項 2 目 308 639

担当部署 部 教育委員会事務局 課 スポーツ・文化課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画

事業の目的 市民のスポーツ活動推進と競技力向上を促すため、各種事業及び大会の運営を行う。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

641 641

839 839

スポーツ教室委託料（卓球教室） 330 330

790 790

2,722 1,518

静岡県市町対抗駅伝競走大会業務 1,285 0

スポーツ少年団選手派遣 136 0

その他 2,548 0

合計 9,291 4,118

Check

成果指標

成果指標名（単位）

教室参加人数 348 350 408 420

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A 生涯スポーツの振興、競技力及び体力の向上を図る。

有効性 A 誰でも参加できる仕組みであるため、参加者から好評を得ている。

効率性 A 参加者の要望を精査しながら、より多くの人たちが参加できる体制を構築することができる。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

スポーツ教室業務（卓球教室）

静岡県市町対抗駅伝競走大会業務

東京オリンピック・パラリンピック関連業務

スポーツ少年団選手派遣

３か年の合計事業費 43,778

実施
計画

事業1 事業2

１－⑥学習・スポーツ活動の環境を充実す
る

スポーツ教室を開催し、スポーツの楽しさを知ってもらうと同時に、心身ともに健やかな市民を育成し「生涯スポーツ」の振興を図る
。
■スポーツ教室の開催
■各種ジュニアスポーツクラブの開催
■各種スポーツ大会の開催

平成30
年度

みんなのスポーツ（ボディストレッチ教室・バランスボール教室他5教室：各10回開催）

学校施設修繕（新居小学校体育館バレーボールコートライン引き直し他3件）

ジュニアスポーツクラブ（中学生）委託事業（柔道・野球（4クラブ）・サッカー・陸上長距離）

スポーツ大会業務（市長杯争奪ソフトテニス大会・市内少年野球大会他14大会）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

市民がスポーツに親しみ活動することは、心身の健康維持・増進につながり、人との交流や活力を
醸成するためにも必要であるので、今後も市が継続して事業を実施する。

令和2年度 令和3年度

みんなのスポーツ（ボディストレッチ教室・バランスボール教室他5教室：各10回開催）

ジュニアスポーツクラブ（中学生）委託事業（野球（4クラブ）・サッカー・ソフトテニス・陸上長距離・柔道）

スポーツ大会業務（市長杯争奪ソフトテニス大会・市内少年野球大会他14大会）
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